
１８８９年、初めての市政施行の年に誕生した都市の一つ
日本の中で東アジアに近い九州の西端、長崎県南部に位置する都市
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（人口:44万人 ) 熊本市



･1570年 ポルトガル船が長崎港に入港
･1636年 出島が完成
･1641年 平戸からオランダ商館が移設され、日本の鎖国時代に

は西欧に開かれた日本の唯一のまちと なる
・1853年～ 函館・長崎・横浜・新潟・神戸が順次開港。この後、

出島の埋立てがはじまる（日本の開国）。
・1868年 明治維新
･明治以降～ 世界有数の造船の拠点都市となるなど、日本の近代

化の歴史上大きな貢献
･1889年 市制施行により、「長崎市」誕生（人口 約5.4万人）
･1945年 原子爆弾による未曾有の戦災に遭う
･1945年～ 最後の原子爆弾による被爆都市として、核兵器廃絶

と世界恒久平和への強固な想いを発信し続け、豊か
な歴史を活かしながら国際観光都市として発展

･2005年～ 周辺自治体（７町）との直近の市町村合併
2006年

･現在 人口 約44万人の都市

長崎市の歴史について
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ちゃんぽん
皿うどん

卓袱料理（しっぽく）

カステラ
長崎おでん

※出典：長崎蒲鉾水産加工業協同組合
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培ってきた人々の技術、港、豊かな歴史を活かし、
造船業、観光業が発展

長崎の産業

長崎の平和の取組み

長崎の食

観光名所ｸﾞﾗﾊﾞｰ園から望む長崎港

長崎平和祈念像

「和・華・蘭」メニューという日本、中国、西洋の
文化が入ったバラエティーに富んだ食の宝庫

原子爆弾により被爆した都市の使命として
の被爆の実相の継承の取組み



※出典：長崎蒲鉾水産加工業協同組合

観光の見所

グラバー園 長崎原爆資料館

観光名所ｸﾞﾗﾊﾞｰ園内 原爆資料館、国立原爆死没者追悼平和祈念館周辺
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長崎ランタンフェスティバル
（毎年１月～２月頃）

観光施設

長崎くんち
（毎年１０月７日～９日）

お祭り
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平成２４年に、長崎市の夜景が世界新三大夜景に認定されました

世界新三大夜景に認定
Ｔｏｐｉｃ１

稲佐山 稲佐山 稲佐山

鍋冠山

田上-大浦線

立山



長崎港の海岸線の変遷（江戸時代との比較）
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※平成9年と10年に撮影したものに、埋め立ての計画図などを合成して作成 「明治17年(1884)写」 名称「長崎古図」

江戸時代、島だった出島は、明治以降、その周辺が埋立てられた

出島の今と昔Ｔｏｐｉｃ2

平成２８年度までに、出島表門橋の架橋完成を目指しています

出島航空写真（平成24年撮影）

出島の復元

平成28年度には、
新たに6棟の復元
建物が完成します

表門橋架橋
予定場所

当時の出島

Ｔｏｐｉｃ2
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復元が進む江戸時代の町並み



長崎ならではの歴史や文化、歳時記を歩きながら味わっていただく

「まち体験」観光を推進しています。
※さくるとは「まちをぶらぶら歩く」という意味の長崎の方言です！

長崎さるくＴｏｐｉｃ3
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マスコットキャラ

長崎さるくちゃん

出島

陸の玄関口
（長崎駅周辺）

洋

中

市

商

歩いて楽しめるまちづくり

海の玄関口
（松が枝周辺）

ま ち な か軸

商店街・市場を中心と

したふだん着のまち

和のたたずまいと

賑わいの粋なまち

長崎文化を体感し、

発信する賑わいのまち

中国文化に触れ、

食を楽しむまち

異国情緒あふれる

国際交流のまち
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浜んまち・銅座エリア

中島川・寺町・丸山エリア

新大工エリア

館内・新地エリア

東山手・南山手エリア

和

玄関口、各エリア間の回遊性を高める環境の整備

各エリアが持つ特色を活かした魅力の向上



歩道などの整備

岩永梅壽軒

まちなか公共トイレの充実

まちあかり

長崎町家の保存・活用

ばらチャレンジ

東山手・南山手の洋館施設内庭園など

プロモーション映像製作

歩いて楽しめるまちづくり取り組み例
ハード面

ソフト面

身体障害者トイレを誰でもトイレへ

整備前 整備後

整備前 整備後

浜んまち
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寺町通り

まちの魅力を灯りで照らし地域の人、学生、
市民活動をされている人と共に、みんなで
まちを紡いでいくその始まりの取り組み

つながりと創造で新しい長崎へ、長崎の街全体が職場！
地域の方々の声の傾聴→的確な情報の把握・検証→仕組みの見直しや、新たな取組みの創造


